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背景

透析室ミーティングで職員の一部から

インシデント報告に対する心理的負担や

書類提出基準が不明瞭などの意見があった。

当時、採用していた報告書は

十数年間その内容を見直すことなく使用していた。



目的

職員のインシデント報告に対する意識調査を行い、

報告書を提出する際の負担軽減に繋がる書式を検討する。



対象と方法

職員12名 (CE：8名、Ns：4名)

平均年齢：36.7歳

平均勤続年数：7.8年

インシデント報告書についてアンケートを用いて

意識調査を実施し、その結果を基に報告書の書式改訂を

行い、3ヶ月間運用した。

その後、再度同様のアンケートを実施し、報告書の改訂

前後でアンケート結果と報告書の提出件数を比較した。
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インシデント報告書の改訂前後

今後の解善策の項目に『集中して取り組む』などの
記載が多く反省文のような印象を与えていた

B efore
反省文の印象を抑えるため
事象のみを記載することとした
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アンケート結果
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アンケート結果
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アンケート結果

Q uestion
報告書を作成・提出することに対し、
『ポジティブなイメージ』or『ネガティブなイメージ』
どちらの印象を持っていますか？
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考察

インシデント報告は医療現場の改善点を見つけ出すための

貴重な情報源であり、重大事故の背景にある軽微な事故を

減少させることや、再発防止策を講じるために重要である。

また、インシデント報告書は本人を始め他スタッフと

情報共有を行うために有用なツールである。
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結語

インシデント報告書を簡素化したことで、

提出に関する心理的負担や報告書を作成する作業負担が

軽減し、インシデント報告の書式改訂は有用であった。



演題発表に関連し、
開示すべきCOI関係にある企業などはありません。

中国腎不全研究会
学術集会
COI開示

筆頭発表者名
岡本 彩那


	スライド 1: インシデント報告に対する 印象と書式改訂に伴う変化
	スライド 2: 背景
	スライド 3: 目的
	スライド 4: 対象と方法
	スライド 5: インシデント報告書の改訂前後
	スライド 6: アンケート結果
	スライド 7: アンケート結果
	スライド 8: アンケート結果
	スライド 9: 結果　報告書提出件数の変化
	スライド 10: 考察
	スライド 11: 考察
	スライド 12: 結語
	スライド 13

